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2025年5月7日 

各     位 

会 社 名 L I N E ヤ フ ー 株 式 会 社 
代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  CEO 出 澤  剛 

（コード：4689 東証プライム） 
問 い 合 わ せ 先 上級執行役員 C F O（最高財務責任者）  

坂 上  亮 介 
 （電話：03-6779-4900） 

 

当 社 の 親 会 社 ソフトバンクグループ株式会社 
代 表 者 名 代表取締役 会長兼社長執行役員 孫 正義 

（コード：9984 東証プライム） 

 

当 社 の 親 会 社 ソ フ ト バ ン ク 株 式 会 社 
代 表 者 名 代表取締役 社長執行役員 兼 CEO 宮川 潤一  

（コード：9434 東証プライム） 

 

 

2025 年 3 月期連結および個別業績の前期実績との差異に関するお知らせ 

 

2025年 3月期（2024年 4月 1日～2025年 3月 31日、以下「当期」といいます。）と、2024年

3 月期（2023 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日、以下「前期」といいます。）の連結および個別業

績の差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 連結業績と前期実績の差異 

（１）当期連結業績と前期実績の差異 

（単位：百万円）  

 売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益 
親会社の所有者に 

帰属する当期利益 

当期実績（A） 

（2025年 3月期） 

1,917,478 315,033 274,882 202,403 153,465 

前期実績（B） 

（2024年 3月期） 

1,814,663 208,191 181,621 139,073 113,199 

増減額（A－B） 102,815 106,841 93,261 63,330 40,265 

増減率（%） 5.7 51.3 51.3 45.5 35.6 

 

（２）差異の理由 

・売上収益 

PayPay(株)と PayPay カード(株)を含む PayPay 連結の成長に伴う戦略事業の増収、主にアカウント広告の

成長に伴うメディア事業の増収、ZOZO グループおよびアスクルグループを中心としたコマース事業全体の
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増収により、当連結会計年度の売上収益は過去最高となる 1 兆 9,174 億円となり、前年同期と比

して 1,028億円の増収（5.7％増）となりました。 

 

・営業利益、税引前利益 

セキュリティ対策費用等の増加があったものの、上記増収や当社子会社の支配喪失に伴う利益の

計上等により、当連結会計年度の営業利益および税引前利益は前年同期比で増益となりました。 

 

・当期利益、親会社の所有者に帰属する当期利益 

PayPay(株)と PayPay カード(株)を含む PayPay 連結および ZOZO グループの成長に伴う非支配持

分の増加があったものの、上記増収・増益等により、当連結会計年度の当期利益および親会社の

所有者に帰属する当期利益は前年同期比で増益となりました。 

 

 

２． 個別業績と前期実績の差異 

（１）当期個別業績と前期実績の差異 

（単位：百万円）  

 売上高 当期純利益 

当期実績（A） 

（2025年 3月期） 

763,188 38,277 

前期実績（B） 

（2024年 3月期） 

376,684 11,311 

増減額（A－B） 386,504 26,965 

増減率（%） 102.6 238.4 

 

（２）差異の理由 

・売上高 

2023年10月1日の当社ならびにLINE(株)およびヤフー(株)を中心としたグループ内再編により、

複数の事業会社を当社と統合（以下「本再編」といいます。）したことに伴い、前期は第3四半期

から本再編後の体制による売上高を計上していたところ、当期は第1四半期から本再編後の体制

による売上高を計上したこと等により、個別業績の売上高は前年同期比で増加となりました。 

 

・当期純利益 

当期は、受取配当金の減少や増益に伴う法人税等の増加があったものの、上記のとおり本再編を

2023 年 10 月に実施したことに伴う増収・増益、および前年同期比での特別損失の減少等（前期

において、本再編の実施に伴う抱合せ株式消滅差損や、関係会社株式の評価損を計上したことに

よる反動減）により、個別業績の当期純利益は前年同期比で増加となりました。 

 

 

以 上  

 


